
このままではいけない！今こそ実効ある政策の導入・強化で国内削減を

～中長期の視点と「京都議定書目標達成計画」見直し～

　京都議定書の第 1約束期間（2008 ～ 2012 年）を目前に、政府では、2008 年 3月末の決定を目指
して、「京都議定書目標達成計画」（2005 年 4月閣議決定、以下「目達計画」）の見直しが行われている。
しかし重要な見直しにもかかわらず、内容は前進していない。このペーパーでは、今日本の対策・政
策について何が問題なのか、そして国・自治体・企業などの役割や私たち市民は何をすべきかを考える。

■進行する地球温暖化と動き出す世界～第一歩としての 6％削減は必須

●ますます深刻になる地球温暖化〜 IPCC の新しい報告書

・2007 年、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）が新しい第 4次評価報告書を公表。
・地球規模の気候変動（地球温暖化）がますます進行している状況が科学的に明らかになった。
・CO2 など温室効果ガス排出量が増加し、気温上昇の速度が上がり、世界で異常気象が多発。
・このままでは今世紀末に気温は最大 6.4 度上昇すると予測。

●動き出す世界～「世界全体で排出半減」に向けた国際的な流れ

・「2050 年までに世界全体で温室効果ガス排出を半減」するという国際世論が高まっている。
・その中で先進国・途上国がどう分担するかが重要で、温暖化に責任が大きく一人当たり排出量の多
  い日本を含む先進国は、2050 年で 1990 年比 8割以上の排出削減が求められる（図1）。

・日本は中長期にどれだけ削減するか明示することが必要である。
・同時に、京都議定書の第 1約束期間（2008 ～ 2012 年）の目標を、国内削減中心に達成する
  ことが、ますます重要になっている。
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図 1　世界と日本の求められる削減の道筋




